
市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
等
入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

市
長
賞
▼

　
野
村
優
介（
成
器
南
3
）

教
育
長
賞
▼

　
ヘ
ネ
シ
ー
海
理（
し
ろ
き
こ
・
年
長
）

金
賞
▼

　

 

野
村
映
介（
成
器
南
６
）亀
井
太
誠（
成
器

西
２
）三
津
谷
華
子（
き
た
こ
・
年
長
）

銀
賞
▼

　

 

阪
根
奏
多（
村
岡
５
）辻
煌
大（
平
泉
寺

２
）中
村
銀
志（
成
器
南
１
）吉
田
桧
南

乃（
鹿
谷
保
・
年
長
）島
田
桜
史
郎（
し

ろ
き
こ
・
年
長
）

銅
賞
▼

　

 

松
谷
昊
青（
野
向
３
）西
野
太
凰（
成
器
西

1
）廣
田
悠
吾（
鹿
谷
保
・
年
長
）倉
田
健

世（
し
ろ
き
こ
・
年
長
）

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼

　
小
山
梨
愛（
勝
山
中
部
2
）

　

  

松
澤
武
彦
（
勝
山
北
部
1
）
長
尾
理
愛

（
荒
土
6
）
林
弥
夢
（
成
器
南
3
）
松
谷

帆
夏（
野
向
1
）

銀
賞
▼

　

 

吉
田
七
海
（
勝
山
北
部
1
）
中
村
奈
緒

（
村
岡
6
）藤
田
ほ
の
か（
成
器
西
5
）髙

野
舞（
村
岡
4
）髙
崎
奏
来（
成
器
南
4
）

本
田
華
奈
子（
成
器
南
3
）伊
藤
蓮（
成

器
南
3
）吉
村
友
翔（
三
室
1
）

銅
賞
▼

　

 

佐
野
育
海
（
勝
山
北
部
3
）
酒
井
悠
真

（
勝
山
北
部
3
）
林
美
結
（
勝
山
南
部

3
）
川
瀨
羽
音
（
北
郷
5
）
小
倉
孝
太

（
成
器
南
3
）平
林
侑
馬（
平
泉
寺
3
）

恐
竜
博
物
館
賞
▼

　
松
浦
綾
希（
成
器
南
4
）

金
賞
▼

　

 

三
觜
紗
弥
音（
成
器
南
5
）平
野
宝（
成

器
西
3
）南
部
蒼
佑（
成
器
南
2
）

銀
賞
▼

　

 

田
中
寧
音（
北
郷
6
）中
辻
愛
莉（
成
器

西
6
）
林
文
太
（
北
郷
5
）
長
谷
川
尊

（
成
器
南
4
）
鳥
山
結
晴
（
成
器
南
4
）

島
田
咲
希（
成
器
南
3
）森
景
大
翔（
村

岡
1
）松
山
芽
生（
三
室
1
）丸
山
夏
野

介（
し
ろ
き
こ
・
年
長
）本
多
波
瑠（
し

ろ
き
こ
・
年
中
）

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

図
画
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

銅
賞
▼

　

 

田
中
秀
和
（
北
郷
6
）
小
林
翔
（
北
郷

6
）鈴
木
雅
大（
成
器
南
6
）平
林
茂
篤

（
平
泉
寺
5
）
鵜
山
春
助
（
村
岡
5
）
牧

野
陽
真（
成
器
南
5
）石
畝
春
香（
村
岡

4
）福
岡
優
真（
成
器
西
4
）島
田
結
唯

（
北
郷
3
）
多
田
絢
音
（
荒
土
3
）
宮
本

陽
琉（
平
泉
寺
2
）北
口
こ
い（
成
器
西

2
）山
田
瑛
琉（
成
器
南
1
）大
沢
芽
愛

（
成
器
南
1
）永
井
真
心（
中
央
こ
・
年

長
）嶋
田
知
路（
鹿
谷
保
・
年
長
）西
浦

志
奈（
上
野
こ
・
年
長
）伊
藤
す
ず（
ケ

イ
テ
ー
こ
・
年
中
）山
口
杏（
中
央
こ
・

年
中
）檜
木
梨
桜（
鹿
谷
保
・
年
中
）

「
勝
山
と
お
城
を
描
こ
う
」

絵
画
作
品
展

スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　

勝
山
市
出
身
で
フ
ル
ー
ト
奏
者

の
木
下
園
子
さ
ん
。
一
昨
年
、
同

じ
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
内
田
さ
ん
（
鯖

江
市
出
身
）
と
デ
ュ
オ
「
ブ
ラ
ン

シ
ュ
」
を
結
成
し
、
各
地
で
表
現
豊

か
な
音
色
を
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
下
さ
ん
は
、
勝
山
南
部
中
学

校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
で
フ
ル
ー

ト
を
始
め
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏

し
た
り
、
内
田
さ
ん
と
出
会
う
中

で
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
の
道

を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
外
の
大
学
を
卒
業
後
、
自
分

な
り
の
音
楽
を
追
及
す
る
た
め
、

現
在
は
東
京
藝
術
大
学
の
別
科
に

在
籍
し
な
が
ら
都
内
や
福
井
県
内

で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
26
日
㈰
に
は
、「
ブ
ラ
ン

シ
ュ
」
と
し
て
初
め
て
勝
山
市
内
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
会
場
の
市
民
会
館

は
、
私
が
初
め
て
人
前
で

フ
ル
ー
ト
を
演
奏
し
た

場
所
で
あ
り
、
ま
た
、
フ

ル
ー
ト
奏
者
の
道
を
目

指
そ
う
と
決
心
し
た
場

所
で
も
あ
る
と
て
も
思
い
出
深
い

場
所
で
す
。
地
元
で
の
演
奏
は
少

し
照
れ
く
さ
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
磨
い
て
き
た
音
色
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
」
と
地
元
で
演
奏
す
る
思
い
を
話

す
木
下
さ
ん
。

　
「
ピ
ア
ノ
伴
奏
が
な
い
少
し
珍
し

い
フ
ル
ー
ト
演
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
ま
た
、
今
回
は
ゲ
ス
ト
に

チ
ェ
ロ
奏
者
の
荒
井
結
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
す
。
チ
ェ
ロ
と
の
共
演

も
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
」と

笑
顔
で
話
さ

れ
て
い
ま
し

た
。

成
長
し
た
姿
を
ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ん
へ

木
きのした

下　園
そ の こ

子 さん（28）
＝東京都（旭毛屋出身）＝

　

10
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
３
日

間
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
の
柴
尾
智

子
さ
ん
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
石
川
徹

さ
ん
を
調
査
員
に
迎
え
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
再
認
定
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　　
現
地
調
査
で
は
、
令
和
元
年
10
月
か

ら
４
年
間
の
活
動
実
績
の
報
告
の
ほ

か
、
関
係
団
体
の

活
動
紹
介
や
ゆ
め

お
ー
れ
勝
山
な
ど

関
連
施
設
の
視

察
、
勝
山
市
ジ
オ

パ
ー
ク
ガ
イ
ド
に
よ
る
ジ
オ
サ
イ
ト

（
平
泉
寺
町
大
矢
谷
白
山
神
社
の
巨
大

岩
塊
）の
案
内
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
関
連
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
市
内
小
中
学
校
の
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
の
活
動
や
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
の

内
容
が
説
明
さ
れ
、
併
せ
て
平
泉
寺
小

学
校
の
皆
さ
ん
に
も
活
動
内
容
を
発
表

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
支
え

る
地
域
の
方
々
の
取
り
組
み
を
、
む
ろ

こ
女
性
の
会
や
の
む
き
風
の
郷
、
農
遊

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
お

よ
び
現
地
見
学
で
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

再
認
定
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

令
和
5
年
12
月
頃
に
発
表
さ
れ
る
の

で
、
改
め
て
広
報
な
ど
で
お
伝
え
し
ま

す
。

日本ジオパーク再認定現地調査が行われました。

調査員にあいさつする水上市長

調査員に活動内容を発表する
平泉寺小学校の皆さん
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